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　職後製鐵業不要論またはこれが隆盛は到底望めないとい5よ5な悲観論をしばしば耳にするが，、いわゆる拉術者の

常識から考えるならば，資源的にみて貧困なわが國では，「正に然り」である．

　しかるに鐵鋼業が工業の根幹である以上，これなくして如何なる工業も前途の望みがなく，農業國としで自立できな

い以上，わが國は絶望というより外はない．故に日本を再建するためには製鐵業が興らねばならぬ．否，われわれ按術

者，研究者の力で如何しても興さねばならないと信ずる．

　ここ，においてわれわれの目標とすべき最も重要なことは，本邦製鐵業を我が國情に則した原料問題を中心とし，按術

的に裏づけされた確薗たる根本方針により思いきつて革新することである．目さきの利害得失のために姑息な手段によ

つていたずらに生産復興を急ぐようなことは極力避けなければならない．

　過去20年間に世界に稀な飛躍的獲展を示した本邦製鐵業の陰には相當な無理があり，業界は作業の安易な黙と時局

便乗的輕濟翻念とから，主要原糟の過牛を輸入に依存してきた．これに附随して製鐵施設や按術にも，外國のものの軍

なる移設と模倣のあつたことは杏めない事實であつた．かかる他力本願的な本邦製鐵業が敗職直後において孚身不随の

状態に陥つたことは當然で，その九ンフル注射謝として優良原料が鍮入され，辛5じてある程度の生産を維持できたの

であつた．ただしこのことは國家百年の計の上からみると，はたして幸禧であつたか否かは疑問である．何となれば絡

職後4周年を迎えた今日，業界はいまだに鍮入原料の惰性に引きずられ∫いたずらに不利な外國爲替相場の輸入劇鋳に

よる生瀧振興を第一義的に考え，國内資源の活用を第二義的としている現状である．

　こんな不甲斐ない製鐵入の心構えでは，過去の自由貿易時㈹の實績と，職時申の按術の退歩とを併せ考えると，ただ

いたずらに外國より原料を供給したからといつて，本邦製鐵業が世界的水準にまで達し得るとは到底考えられない．

　絶饗量的にみて資源の少いわが國において，いつまでも國内資源だけに頼ることは當然不可能ではあるが，この際楡

入原料に封する中途4≧端な甘い考え方を溜算して，技術者も研究者も一丸となつて，まず國内原耕の活用とこれに封す

る諸施設の改善に全力を傾注し，とことんまで苦しんで見る心構えが必要ではあるまいか．

　ここにおいて始めて日本濁自の技術と施設を興し得て，近き將來に翰邊條件からみて合理的な東亜の資源をも輸入し

得た曉には，貴重なこの海外資源を最高度に活用することができると確信する．

　絡職後，非常に苦しいと思われた製鐵業界が，賠償問題の緩和と原料の援助によつて，思わぬ好韓をしたために依績

心を起し，安易な道だけを希うよ5になつたことは，大いに戒心すべきことである．

　いまこそわれわれはあらゆる努力を蚕し自立濁歩の日本製鐵業の確立に魑進すべき秋である．．（1949，10．1Q）
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